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所蔵資料の概要
★日本文学と歴史資料が中心
★全国の図書館・文庫・寺社等で所蔵している原典資料をマイ
クロフィルム等にして所蔵
• 図書：約25万冊（うち約6万冊が古典籍）
• マイクロフィルム：約5万リール
• 紙焼写真本：約8万冊 ※マイクロフィルムで収集した資料
• 史料：約52万点
※文部省史料館から引き継いだ史料を含む近世・近代の古文書・行政文書・器物資料 2
新型コロナウイルス感染症に関連した
閲覧室の対応 【2021年6月11日現在】
• 月・水・金の週3日開館 （10：00〜17：00）
※通常時は［平日（9：30〜18：00）＋土曜日（9：30〜17：00）開館］
• 事前予約制：1日15人まで。予約システム導入。
※ソーシャルディスタンス確保のための座席を限定
• 返却資料の一定期間の保管・隔離
※利用した開架書架の資料は、書架に戻さず、必ず所定の返本台に返却
• 換気と防⾍対策のため網⼾の改修
• 古典籍や史料の閲覧に際して、石鹸による手洗いのお願い
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閲覧室の風景
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閲覧席
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マイクロ資料閲覧コーナー
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地下書庫の風景
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一般和古書の配架
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貴重書庫
マルチクリーンシステム電動書架
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貴重書の配架
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収蔵庫（史料の保管庫）の風景
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史料の配架
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資料の事前点検・事後点検
• 事前の状態確認
＊⾍損、シミ、破れ、開きぐせ、紐切れ、など
＊冊数、付属資料、挟み込み資料など
⇒利用者への注意喚起、閲覧に必要な道具類の貸与
• 事後の状態確認
＊利用者への提供前と同じ状態か
＊巻子本の巻戻り
＊紐の結び方
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資料の閲覧
＊古典籍・史料などの閲覧は、閲覧室内の貴重書閲覧コーナーのみ
貴重書閲覧コーナー
カウンター側から
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資料の閲覧
• 閲覧する前に手を洗う
• 時計・指輪などのアクセサリーをはずす
• 吊り下げ名札を首の後ろに回す
• 筆記具は鉛筆以外は使用しない
• 消しゴムは使用しない
• 付箋は所定の中性紙の付箋を使用
• 資料は手に持たず、机の上に置いて閲覧する
• 指を濡らしてページをめくらない、指サックを使用しない
• 資料の折り目をかえたり、無理に押し広げてはいけない
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資料の閲覧
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資料の閲覧
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資料の閲覧
綿布団
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資料の複写と撮影
• 古典籍・史料等はコピー機の使用は不可
＊マイクロなどの画像代替資料がある場合は、代替資料から代行複写
＊マイクロなどの画像代替資料がない場合は、ブックスキャナで職員
による代行複写も可（ただし貴重書、巻子本、史料などは不可）
• 古典籍・史料等の撮影は可
＊「資料撮影申込書」の提出
＊撮影台（2台）もあり
21
資料の撮影
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